
テレワークで重要な
３つのコミュニケーションルール
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シェアサテライトオフィスTristを運営。
4年間、テレワークを始めて導入する企業と
ワーカーに寄り添い、定着を促進。
20社50名以上のテレワーク前提採用を支援。
2020年度から奈良県生駒市のプロ人材採用にて
テレワーク前提とした教育改革担当として入庁。





テレワークで見られるコミュニケーションの症状





テキストを入力















症状を軽減させるための
３つのコミュニケーションルール

最低限の



ルール①

つながらない時間・日を設定する



応答不可にして
働いていない時間を
メンバーに知らせる

自分に必要な情報だけ
通知が来るように設定を

カスタマイズ



ルール②

「顔を見る」「声を聞く」は
躊躇せず



相手が可能なら
すぐ通話

雑談やランチ時
間もテレビ会議で

つながる



テレビ会議の写真



ルール③

タスクを見ながら報連相



ノートにメモを取らずに
タスク管理にすぐ入れる習慣を。

何時間働いた、ではなく
何を完了させたか？を話す



ルール①②はテレワークでなければ当たり前の
コミュニケーションなので難しくはない。
ルール③はタスクの棚卸、管理、共有は

慣れるまで時間がかかる。



＜学校編＞

遠隔授業の際の
３つのコミュニケーションルール



ルール①

テキストフォーマットを決める

（感情が見えず冷たく感じたり、

主語がなく、意図が伝わりにくくなる）



項目 内容

いつ
3時間目の授業

どこで
個人で解く時間

だれが
僕が

何を
答えられなかった４Pの問題③が

どのように
式はわかるが、何を当てはめるのかわからない。

なぜ
とても知りたいので、教えてください



ルール②

朝の会、お昼休みや休憩中も

繋げておこう





ルール③

子ども1人1人の学習進度を

可視化できるように




